
第57回 海洋教育フォーラム

 開催の挨拶 ～海のことをもっとみんなで知ろう～　　
     田代 省三　海洋教育推進委員会 副委員長

「ちきゅう」の活躍を支える国産DPS
     小澤 宏臣　海洋産業研究会

未来を掘る「ちきゅう」
     倉本 真一　海洋研究開発機構 研究プラットフォーム運用開発部門
   ＜休 憩＞

マントル掘削：なぜ、どこで、そのあと
     森下 知晃　金沢大学理工研究域地球社会基盤学系

深海掘削計画の科学目標と国際海洋オープンサイエンスの推進
     木村 学　東京海洋大学海洋資源環境学部

質疑応答
     「ちきゅう」清水港一般公開の案内
     「静岡市海洋文化都市推進本部」の活動紹介
     「海のみらい静岡友の会」の活動紹介

 閉会の挨拶　　
     砂原 俊之　実行委員長（東海大学海洋学部）

13:15～ 13:30
 

13:30～ 14:05

14:05～ 14:40
 

14:40～ 14:50
 
14:50～ 15:25

15:25～ 16:00

16:00～ 16:35

16:35～ 16:40

もっと知りたい！
のことをちきゅう「 」ちきゅう「 」

受講対象者
中学生以上
参加費：無料
参加申込みはWeb申込みか
FAXでお願いします。

Web申込み

https://www.umi-mirai.jp/
FAX申込み

裏面の申込み用紙を
ご利用下さい。

054-334-9982

開催日時：令和元年11月9日（土）
               13:15～16:40
開催場所：静岡県男女共同参画センター
             「あざれあ」2階大会議室（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）
 定　　員：100名（先着順、申込み開始10月1日）

東海大学海洋学部 航海工学科事務室
Tel：054-337-0943
E-mail：suna@scc.u-tokai.ac.jp

　日本船舶海洋工学会の海洋教育推進委員会では、次世代を
担う若者に海洋への関心を持ってもらうことを目的として、
2008年の設立以来、毎年全国各地で、小・中学校、高等学校の
先生方、子供を持つ保護者および一般市民を対象にした「海洋
教育フォーラム」を開催しています。
　「ちきゅう」は海洋研究開発機構（JAMSTEC)が運用する、地
球内部のマントルや巨大地震発生域への大深度掘削を可能に
する日本屈指の科学掘削船です。11月30日、12月1日には
清水港で一般公開されますが、それに先立って「ちきゅう」と
は一体どんな船なのか、これまでの調査でどんなことが分かっ
てきたのか、を分かりやすく紹介します。

主催：日本船舶海洋工学会海洋教育推進委員会
共催：海洋研究開発機構、静岡市、静岡商工会議所「海のみらい静岡友の会」
協力：日本地球掘削科学コンソーシアム
後援：東海大学海洋学部、静岡県教育委員会、静岡市教育委員会

問い合せ先

プ ロ グ ラ ム



第 57回 海洋教育フォーラム

「ちきゅう」のことを
　  もっと知りたい！

FAX 054-334-9982
送付先：東海大学海洋学部  航海工学科事務室

申込日：令和元年　　 月　　 日

氏
　
名

氏　名
グループで参加する場合は、他の参加者を下記にご記入ください。

連
絡
先

年　齢

歳

歳

歳

歳

歳

歳

職　業

年　齢 職　業

（学生の場合は学校名、学年をご記入ください。）

電 話：

ふりがな：

( グループの場合は代表者をご記入ください。）

E メールアドレス：

FAX：

FAX 申込書 中学生以上を対象にした講演です。

令和元年11月9日（土）
13時15分～16時40分

静岡県男女共同参画センター
「あざれあ」2階大会議室

開催 日 時

開 催 場 所

※応募者の個人情報は、本フォーラム、セミナーに関する目的以外には使用いたしません。
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静岡県男女共同参画センター
「あざれあ」2階大会議室

静岡市駿河区馬渕1丁目17-1 
静岡駅北口左折、国道1号線沿い安倍川方面徒歩10分

開
催
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※会場に駐車場はありません

※FAX 申込みは、定員を超えた場合のみご連絡します。
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